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                 論   文   の   要   旨 
 
 本研究は，政治転換期以降に発生した占拠運動およびテンポラリーユースという文化的・創造的な空間
利用形態に着目することにより，旧東ベルリン・インナーシティ地区の都市空間の変容における文化施設
の役割を明らかにすることを目的とした。 
 都市空間の変容のなかでも，ジェントリフィケーションは，各時代背景や地域性を背景に多面的に検証
されていく一方で，様々な局面において常に解釈が更新され，数多くの議論が蓄積されてきた概念である。
近年では，ジェントリフィケーションは文化との関連において注目を集めており，こうした視点に立つ研
究はヨーロッパにおける都市・社会地理学者において蓄積がなされている。なかでも文化・創造産業は，
1990年代以降のポスト工業都市における新しい産業として脚光を浴び，フロリダによる創造的階級論が提
起された21世紀初頭以降，新しい都市の方向性を位置付けていくものとして地理学において重要な主題と
なっている。しかしながら，これら地理学の主題を扱う既存研究では，主に概念化されたジェントリフィ
ケーション論や，新規居住者の特徴とその動態にのみ焦点が当てられ，ジェントリフィケーションを誘発
する場所の地域的条件や歴史的背景に関しては十分に言及されてこなかった。ジェントリフィケーション
論において，とくに文化は主要な誘発要因として捉えられているのにも関わらず，文化の具体性や，文化
が評価されていく過程に着目した研究は少ない。さらにジェントリフィケーションが過程である以上，そ
の過程が進行した際に特定の状況が生み出されるが，こうしたジェントリファイされた状況において，ジ
ェントリフィケーションを誘発した文化はどのような質的変化を経験するのかを検証するためには，主体
の認識を明らかにする必要があるといえよう。 
 本研究は，以上の点を踏まえ，ベルリンの歴史的背景より偶発的に発生した空間利用形態である占拠運
動とテンポラリーユースの歴史的経緯を都市構造の変遷とともに検証し，こうした構造的特徴との関連に
おいて発生した空間利用形態である文化的占拠およびテンポラリーユースによる文化施設が特定街区へ
の価値上昇（ジェントリフィケーション・観光地化）へと寄与する過程と，構造再編における文化施設の
役割について検討した。その結果，以下の点が明らかとなった。 
 旧東ベルリン・インナーシティ地区は，建築年代が古く，老朽化した建物が未修復の状態で政治転換期
まで残存していた点，また，旧東ドイツ（DDR）は個人の所有財を公的に認めておらず，したがって政治
転換期以降の不動産（建物・土地）の使用権・地権の所在が複雑であり，特に使用権に関して使用者が一
定の権利をもつ場合があった点から旧西ベルリンに比較して多くの文化施設が集在した。つまり，旧東西
境界域は，統一後に地理的中心性を回復したことに加え，東西分断時には国家の縁辺部として東西ドイツ
各政府による積極的開発が回避された結果，偶発的に残されていた建築年代の古い建物において，アーテ
ィストや都市企業家により文化・創造的利用が行われていったこと，また，市有地が明確な開発コンセプ
トのもとに売却されていったこと，そして文化施設は，ジェントリフィケーションと観光地化という経済
的価値に置換されていったことがわかる．こうした文化的価値が経済的価値へと置換されていく過程は，
新たなジェントリフィケーションとして理解することができる． 
 
 
 
                 審   査   の   要   旨 
 
本研究は，これまで十分に関心が向けられてこなかったジェントリフィケーションや観光地化などを契
機とする都市変容において，文化の役割を明らかにした点で高く評価される。特に1989年は，東ヨーロッ
パの政治・経済的パラダイムシフトだけではなく，人間の文化的活動とそのレジュームの転換点でもある。
本研究が，場所のみならず人間の諸活動に焦点を当て，その思惑の変化を主体の語りやライフヒストリー
により明らかにした点は，研究方法としても意義ある貢献であるといえよう。ヨーロッパのその後の発展
を理解するうえで，混沌とした同時期の特徴とその後の発展過程を，上記の視点から観察することは，今
後の地理学において非常に重要な意義をもつものと評価される。 
本研究は，ベルリンにおける精力的なフィールドワークおよび聞取り調査により得られたデータを，ヨ
ーロッパの歴史的背景や経済的情勢に関する統計データなどを援用しつつ，実証的に分析した研究であり，
ヨーロッパ都市の再編において，特に1990年代以降，文化的価値が主体的な役割を担ってきたことを明ら
かにした。この都市再編における文化の役割の解明は，先行研究に対するオリジナリティとして高く評価
されるものである。 
 さらに，本研究は対象地域であるベルリンが，欧米諸都市における都市空間の一般的性格を有している
ことから，都市の再編過程のモデルが提示された。以上の点から，本研究はヨーロッパにおける都市再編
の理解および都市・社会・文化・経済地理学の進展に寄与する重要な研究として位置づけられ，博士論文
として十分な価値があることが認められる。 
 
平成27年3月11日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
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